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令和 6年度 横浜保育福祉専門学校 自己評価報告 

 

 

１．実施方法 

  校長指示の下、教職員により評価表を作成し、それぞれの項目について点検、評価を行った。評価

は、「１(不適切) ～４(適切)」の４段階評価とし、併せて、可能な限り根拠や課題を明示するように

努めた。 

 

 

２．自己評価の項目と内容 

  自己評価は、以下の９つを大項目として、質問・回答形式で行った。 

（１）教育理念・目標 （２）学校運営 （３）教育活動 

（４）教育成果 （５）学生支援 （６）教育環境 

（７）学生募集 （８）法令等の遵守 （９）社会貢献 

 

 

３．自己評価 結果（状況・課題・対応策等） 

（１）教育理念・目標 

 ①教育理念の具現化 

保育を取り巻く社会情勢の変化、保育所保育指針の改定等を踏まえ、教育理念を基にした教育方

針は以下の通りである。年次毎の育成方針も示すことで社会性を身につける実践を促している。 

１ 子どもを深く理解できる保育の専門力を身につける。 

２ 主体的な学びを通し、保育者の実践力や社会性を身につける。 

３ 多様化する保育ニーズを把握し、時代に即した情報機器の技術、技能を身につける。 

４ 人間性や社会性を備え、社会に貢献する。 

５ 自分の思いや考えを口頭、文章を通して表現し意見を交わすことができる。 

 ②教育の特色とその周知 

保育士養成校としての資格取得のための学習のみならず、多くの経験を積むことができるよう、

1 年次から実践的な取組を行っている。現場の経験を積むため多くの保育園と連携した短期間のボ

ランティア実習や校舎内の併設保育園との連携による教育プログラム、学生の社会性や主体性を育

むための産学官連携プログラムなどを計画的に実施している。それらの取組は本校ホームページで

も紹介している。 

 

（２）学校運営 

   年度当初に事業計画・予算の策定を行ったうえで、定期的に理事会や各運営会議（学園全体の管

理職会議、本校のグループリーダー会議、各グループ会議、教職員会議、就職会議等）や Slack等

を活用して、学校運営の進捗状況や課題などを全教職員で共有している。 

   学校の業務は、教職員の責任の明確化と業務推進の円滑化を目的としてグループ制を導入。グル
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ープごとのタスクを明確化するための分掌を定め業務を推進している。教職員のスケジュール管

理・情報共有はグループウェアを用いて効率的かつ効果的に情報共有を行っている。 

（３）教育活動 

 ①カリキュラムの策定 

保育士養成施設として、体系的なカリキュラムを組んでいる。また、修業年限を３年とすること

で、就職後に必要とされる実践力を養うための十分な学習時間を確保するとともに、職業に就くた

めの専門性を高めている。 

R5 年度「保育学研究」を 3 年次から 2 年次に履修年次に変更。R6 年度より 2 年次の「保育学研

究」をプレゼミナールと位置付け、3 年次の「卒業研究」と連続性を持たせ、研究やフィールドワ

ークについて概論的に学び、「卒業研究」についての準備的な学びとして先行学習を含ませること

で、「卒業研究」の発展的学習、より学びに繋げている。 

また、R6年度入学者より「デジタル文書管理」を「プレゼンテーション技法」に変更申請。従来

の情報処理技能、アプリケーション活用による文書作成技能の学習に加え、演習を通し効果的なプ

レゼンテーション方法を学び、より発展的な伝達・表現技能の向上を目指す。 

 ②校外実習とキャリア教育 

卒業後の就職・職種が明確であるため、より具体的なキャリア教育を実施することが可能であ

る。そのため、１年次から通常の授業カリキュラムにおいても、将来の職業ニーズを盛り込んだ

授業を展開している。保育士資格取得に必須である校外実習は２年次以降に設定しているが、そ

の準備も兼ねた保育園等での短期校外実習を１年次から実施している。R5年度より、保育の楽し

さや保育職のやりがいを理解し、実習への不安を払拭することを目的に、子どもとの交流を中心

に据えた「ふれあいインターンシップ」を新規導入。R6年度は中間期プログラムとして、新たに

園訪問・卒業生交流会を実施。それを契機として、職業意識や実践力が高まるよう工夫をしてい

る。 

また、地域の商業施設・行政機関・業界団体・保育分野の情報化推進企業・地域の子育て支援

サークルなどと連携した産学官連携プログラムを積極的に導入。地域社会の課題を解決するプロ

グラムや自らの保育技術向上のためのプログラムなど、学生ならではの感性やアイデアを活かし

た活動を通じて人間性や社会性を磨く一助としている。 

 ③授業の評価と改善 

授業アンケートを年 2回実施し、授業評価を行った。また、保護者や学校評議員を対象とした

公開授業を行い、アンケートによる評価を実施。授業アンケートの結果を分析し、授業改善につ

なげている。 

 ④教員の確保 

保育士養成施設の指定基準にもとづき、専任教員、非常勤教員とも専門科目についての業務経

歴や研究実績を有する者を確保している。非常勤教員などの新規採用にあたっては、業務経歴、

研究実績に加え、教育実績も考慮に入れている。 

非常勤教員全員を対象としたミーティングを実施。関連科目の常勤と非常勤教員が随時、ミー

ティングを行い、学生指導上の課題や教授法について情報共有を行っている。 
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（４）教育成果 

 ①就職 

就職指導担当の教員を核に、岩崎学園キャリア開発部（現 産学・就職支援グループ）と合わせて、

計画的な就職ガイダンスを展開している。個別指導では、担当教員はもちろん、全クラスで担任制

をとっているため、就職支援でも担任が精神的な支えとなっている。また、学内で保育所や福祉施

設などの方を招いて就職合同説明会を開催するなど、就職活動に向けた体制も整備している。その

ため、就職希望者においては就職率 100％となった。また、令和 6 年度においては、資格を活かし

た他業種への内定をいただくことができた。 

 ②学生発表 

   3年生卒業研究発表会を実施。R6年度は、中間発表会（9/27）で学生参加型開催形式を導入、ゼ

ミナールごとに成果物展示、実践型ワークショップを行った。年度末の卒業研究発表会（1/31）で

は、教室や時間を分けてゼミナールごとに発表を行う学会形式を導入。全学生に対して、学習や実

践を通じて研究した成果を発表する機会を設け、自主研究の増進を図るとともに相互理解を深め学

生の資質向上に努めている。 

また、対外的な成果発表として、保育士養成協議会 関東ブロック学生発表会にて学生が卒業研

究成果を発表（2/28）。横浜市共創推進課主催「地域共生ハッカソン」にも参加し、姉妹校や他大学

との共同研究内容の成果発表を行った(2/23)。 

 

（５）学生支援 

 ①学生相談 

各クラス担任がカウンセリング的指導として定期的に個別面談を行っているほか、スクールカ

ウンセラーを配置し、精神的なケアを行う体制を整え、活用促進を図っている。また、クラスご

との状況は担任のみならず、学年グループや職員会議を通じて全教員が状況を把握し、適切なア

ドバイスを行うよう努めている。 

 ②経済的支援 

経済的事情による就学継続困難な学生が増加傾向にあり、各種奨学金の紹介、申込業務のほか、

奨学金を利用した学費の月次分割納入制度などで柔軟な対応を行っている。今年度も、神奈川県内

において利用できる給付型の奨学金制度がいくつか設置され、学生に周知し、活用を促している。 

 ③課外活動支援 

学校の活性化のため、サークル活動などを積極的に支援している。サークルの結成支援や既存サ

ークルの活動紹介を校内掲示板や学校行事を通じて学生に周知するほか、課外の体育館や教室の優

先予約など利用の便宜をはかっている。サークル活動が経年的に継続して実績のある場合には、ク

ラブに昇格し、活動費の補助を行っている。 

 ④保護者との連携 

保護者への成績・出欠席状況の定期的な発送や担任による個別面談などにより情報共有を行っ

ている。継続実施している保護者の授業参観のほか、学校行事の案内など情報発信の機会を増や
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し、保護者との連携強を図っている。 

 

（６）教育環境 

専門教育に必要な設備・施設は十分に整えられている。 

防災については、災害を想定した併設保育園との合同避難訓練など、定期的な訓練、防災教育

を実施している。また、震災などによる帰宅困難時を想定して、非常食、飲料水、防寒具などを

備蓄している。 

 

（７）学生募集 

入学検討者に対し、本校の教育の特色や教育成果などの情報を入学案内書などの印刷物にて明

示するほか、本校のホームページや SNS、YouTubeなど動画サイトでも発信している。入学選考や

学納金についての詳細は学生募集要項に記載するほか本校のホームページでも発信している。ま

た、学校説明会などを開催し、学校情報を詳細に説明、相談を受ける機会としている。 

入学予定者に対しては、円滑に入学後の学校生活に入ることができるよう入学前セミナーを実

施している。学習面の準備だけでなく、在校生とのコミュニケーションやグループワークなどモ

チベーションを高める効果もねらいとしている。 

 

（８）法令等の遵守 

設置や運営に関する法令は遵守しており、所管の神奈川県の現況調査を実施している。また、

厚生労働大臣指定保育士養成施設の指定基準に係る適合状況に関する自己点検を実施し、所管の

神奈川県に報告している。 

また、自己評価については、自己評価の実施と学校関係者評価の体制を整備し、その結果につ

いてホームページにて公開している。 

 

（９）社会貢献・地域連携 

 ①地域の子育て支援活動 

地域と連携し子育て支援に取り組んでいる。ゼミナール活動を通して地域の子育て支援活動へ

の協力、ゼミナール独自の親子向け食育イベントを行うなど積極的な交流を行っている。また、

子育て支援サロン「よこほっと Café」を毎月実施。岩崎学園の三保育園、町内会、近隣保育施設

と連携して、地域の保護者支援の一助を担っている。 

 ②高校等との連携によるキャリア教育 

職業観の育成などキャリア教育の一環として、小中高校生向けにキャリア教育を実施してい

る。神奈川県専修学校各種学校協会や総専協との連携による講座など、他機関と連携した講座を

夏期休業期間中に実施している。また、本校独自に高校と連携し、保育をテーマとした、延べ 5

日間 30時間の講義・演習講座を開講、高校の単位認定講座として活用されている。 

 ③学生の社会活動 

本校では、学校の特性を活かし、ボランティア活動を積極的に推奨している。ゼミナール、授
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業単位での地域イベントの支援や個人での保育園、放課後児童クラブ、障害児施設等でのイベン

ト運営支援や保育補助などを数多く行っている。 

 ④災害時の地域貢献 

横浜市の災害時帰宅困難者一時滞在施設として災害時の施設提供に協力している。横浜市から

備蓄品を預かり、帰宅困難者への対応に備えている。 

以上 


